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その5‥ビーコン受信機を改造した長波受信機
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〔第

一一0．8mmのエナメル税を岨う．

格段増幅部

格段もPl12を使用するつもりで

いたが，807のL2V管である0糾A

があったのでこれを使うことにした．

この球は，元海軍用の送信機など忙

多く使われていたもので，現在でも

8（17の半分ぐらいの値段で売ってい

るので使用したわけである．

緒段のグリッド盲電流は蓬†吉機の調

整のときに非常に重要なものである

から，ぜひ読めるよiKしておく．

プレート側は高周波チ．－クを負荷

とし，同調回杓とはコンデンサーで

結合した回路にした・ここに使用す

る高周波チ。－クは十分注意し，分

布容量の少ない分割雀のものを選ぶ．

栽〕

プレートのコイルは第2表のように

0・Smlll～1，0・拍車l　の株線かエナメ

ル緑を使う．

変　調　郎

変調の方法には色々あるが．低電

力の選軍機では一番能率のよいプレ

ート変調を選ぶべき七ある．・私は

811，1〔附IIIAの変調トランスを持っ

ていたので，プレート変調にした．

変調にも　PH2を併用した．Plは1

本で0封A　をモジルの仕どうかと

は思ったが，最大変調7nブJほどあ

るので，トラブルも生じなかった．

組　　　立

私の場合は，前に述べたケース

（20clllX20．5cmX17．5cl11）を使用

〔送　信　機　上　田〕

したので小型にでき上ったが，自作

されるなら高一ないし5球スーパー

用のシ，シーを買ってきて組立てら

れるとよいと思う．球数はわずか3

球であり，また部品も非常に少ない

ので急いで作れば一晩でできるが，

コイルの位乱　巻数など適当に変え，

時間をかけて作られる万がよいだろ

う．配置は発振の　Pl12，絡段の

064A，変調ⅣP112を直角三角形

になるようならべればよい．

水晶片を入れるホルダー吼旧陸

軍用と海軍用を一つにしたものが，

まだジャンク・ポリクスの巾にころ

がっているなら，それを買えば大抵

の水晶片を入れることができる．牒

釆VFOを班Jlけるため切換スパ

チをつけておくとl配利だろう・コイ

ルは第3嚢のとおり懸く．まず，ボビ

ンに孔を掛け．少し長いめに根を川

し，しっがりとめて左から右へ巻い

ていく．好き終りには2個孔をあけ，

紋を固く引き締める．1．2　を雀くボ

ビンはなるべよタイトのものを使用

する．1日　と●Clは終段0糾Aとの

結合を避けるため，角度を変えると

か，シヤシしの下に入れるとかする．

終段には寄生振動の発生をふせぐ

ため，中和が取らjしているが，これ

は8r）7Å用のものをそのまま使った

もので，06柚　ではほとんど中和を

〔送信槻シャシー製〕





軍用セットを改造した

RFl段IF2段BFO㈲

通信型受信機

．華．
｝　　　　　l

石　川　俊　彦

苑夜中に起きてアフリカの」人話

淡に号を倒す，朝食を食べながらア

ノしゼンチン・タンゴに胴を躍らせ、

夕方はオーストラリアの古典雷光を

聞き，枝は夜で美しいヨ←一1JッノHり

国々を聞き歩く，というように私通

Hl’Lは鶴から晩まで愛機にしがみ

ついているのが常であるが．腱用し

ている受信機ははたして忠黒に外来

電波をキャッチしてくjしているのだ

ろうか11

受信機の性情は，賂度，進択度，

且・、尖凰　安定射こよってきまるもの

であるが，すべてが良好なものを得

ることはまず不可情であり，また，

その必要もほとんどない・

ここに紹介する受信機は通信型と

して最低と思われる闘・11波1品　申

1御，j波2払1－膵0付のもので，駈＝寺

中津様が相方方面で使用していた受

信機を▼澱t川司蹄に改め，ケース，

〔第

その他の情．t－，は人世その生ま恍った

ものである．

この受信機の規回路では第1回A

のライン・アップになっていたので

あるが，－f持のl期係などで第1図牒

のラインアップに変えて現在恍川し

ている．

最龍瑞は外部から250一一300Vお

よびri．ご‡Vを供給するようになって

いる．

でけ従局的回路から見ていこう・

三と日工の回路は第2回のように，合

計封印つ眞空管を以下の配分で使っ

ている．

高周洩J釧謡　　　　曲8A l個

1区l〕

一256－

川娘数混合　　　　GL7　　L個

HH■i！月発振　　　　76　　　ケ

中l艮川－j淡婚帖兢1段GD3　　ツ

ケ　　　拾2段GBB　　ゲ

（7描昭郁）
打12検波・AV（】整流GB8　　〝
（叔二粧封的

低周波侶ソJ増幅　　6Z円　　γ

別TO（ビート発振）76　　　グ

両辺‖整流　　　　5Zj　　ケ

周　波　設　問

2．う～日用Ic　を：日間の用減昔描削こ

分割して同調している■　すなわち，

〔りご．5～5九・lc，〔2〕4・5～Ul【C，〔3〕

8～lljlk　この周波数糟の割当から

明らかなように〔1〕〔2〕［封　と吊こ

周波数変化率を2にしてある・この

ようにして常に同調回路の性能を高

め，かつ同調操作を容易にしている1

このため多くの通信型受信機に使わ

れているバンド・スプレッドは使っ

ていない．

入力結合回路

入山椚合回路ほどく一般的な回路

となっている．一次鞘コイルに純血
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背

のである・右・川；発振管の7七日ま607・

6DG，GC6　その他の71二極管を三種借

接続したものより劣るようであった

が，手持の76のうち非常に良好に

動作するものがあったのでモjtを使

っている．1才作されるなら　76　など

三擁管よりGL7，6D6，6CGなど多極

管の三梯管接続の方が理諏的にも，

冥際的にも良好である．

中間周波回路

ホ

田

GD6，6B8を川いた2段檜帰であ

る．2段目のGB8は原回路では667

になっているが，これも当時人手国

難だったため恍川しているにすぎな

い．小関周波昭帰は6D6級の球を

使っていると2段で十分で，3段以

十にするとかえって利得を減少させ

るおそれがある．中岡周波数46〔IkC

のトランスをI射りしている・回路は

一触’1勺なものであるから，ここでは

側　　面

－258－

遮べないことにする．

桧波およびAVC回路

検波は688の双二舶用；を荘列

にして用いた借出はものである・松

波回路の負荷抵抗5〔）0knX2およ

び41n日の両端に低川波川ノ」が現

われその歳圧降下が取り川されて供

用洩回路にと行っている・Jl＼’Uは

一般l川＝闇を用いている・

低周波増幅回路

高忠実度受信を可r由こするために

はJ絡段を421リ，位にしたいので

あるが．421－．PにするとTL甜王が人き

くなり，またいつもレシーバーかマ

グネチック・スピーカ←で聞いてい

るのでGZPlだけで・卜分である．だ

が球数を少なくするため耶R二極管

部の検波から直接GZP】に入れてい

るので少々心糾し1から，自作される

カは76，6C6などをこのi制こ1本入

れられると雷是も十分にな1ると思

う．低周波回路も一般的なものを托

用している．

BFO．（ビート発振）回路

発振周波数は約46（Ikcで，信号

とビートを作るから微弱な電話を托

す時にも便利であるから，1LtltLも

D工を接ぐためそなえつけてかくと

大変役に立つ・

更　渡　部

電源は送信機と共用にしているた

め42P．p川のトランスを使川して

いるが，受信機だけの場合は425川J

のトランスで十分である．q仙（蒜

は4111〔，8JtFになっているが，8㌦

以上にして吾質に気をつけ，また電

圧変動に対しても心を配られること

が必要である．
・回路の刺かい点や調整方法はノ月

で多くの方々が述べておられるから

ここでは触れないことにし，款に1・実

城的構造についてみてみよう・

通†言型受信機は比較的眞苓情を搾

油の†・即凋三で用いるため，一朝の受

信機と電気的回路にカいては大きな

差異を見川すことはできない・一一番

大きな差駅はむしろその臓仙捌－く超
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…こミ

とに紹介する受信機は，旧

軍用の飛1号受信機の原画

杵をなるべく生かし，アマチュア局

川受信機として拭い良いようにした
‾ものである．もっとも使用している

6F丁という眞空管は，タイプが古い

ものであるため，現在日本の眞生管

メーカーはほとんど製造していない

とのことであるが，山時多量に放出

されたのがまだいくらか残っている

ようだし，また，6AD7G，6P7G，

1288GT，2588GTなど，ほとんど同

一の規格であるから，それらを使わ

れたら良いと思う．

回路怪】を見られたらわかるように，

lr紬Ⅴ伽の代りに　6WC5かもSA7

を使い，V3加Ⅴ的には6SNTや6J6

などの双三降管を使えばよく，rV抽

Y的の6F7の代りに687が6B日

を使えばよく，回路にあまり手を入

れたくない場合は，Ⅴ触，lTGわに

6SN7，6J6など双三掩管を班えば良

いだろう．

この受信機はギッシリ組込まれて

いるので，6D376C6，76などG管

を使うことは，回路を減らさない限

りできないが，MT管なら2本入れ

るスペースがあるから，どうしても

UやGTの良い旅姿管がない場合

甘∴IT管を使われたら良いと思う．

．しかし，この受l言横は540～16501ie

と　2．～加Mc　までのnHP　と　EF

用の受信横であるから，11T管を使

うのは，少こしもっないような気が

する．

まえおきはこの辺忙して，では電

…式的回路から見てい；う・

全体の回路は第1匹Iのように，合

計7個の眞空管を題1表の配分で仕

っている．

周波数帯

鋸二0～16501こCの㍊Uノヾンドと，

2．5～20Mcを4個の周波数珊忙分

割して同調している．すなわち，【1〕

540～1650ke，，〔2〕2．5～5Mc，〔3〕

5－10丸工C，ならびに〔4〕10－ZUMc

野苦が改造した旧覇相愛債既．左上り，上が廿日尤3号費†割筏り1－
28Mc），下が電池式受信縄（封nIHe」8hlくり，餌ん中が本踵，右lン〉；旭

2号I耶甘涯，‾下が地2号受信躇（859－16課目こ（・，2．5－201lcト

で，周波数変化率は穎放帯では2倍

にしてある．

アマチュア局用受信機は，アマチ．

ユア無線を楽しむためわものだから，

〔1〕朗0～1650nloゐ】jCバンド

は必要ないはずだ，とtいわれる方が

あると思うが，ピーピー，

ガトガーと非音楽的畜7

で頭が少こし舟かしくな

ったとき，1jCバンドの

も＝楽で頭を寵に戻すため

につけたのである・」li．

〔2〕2．5～5凪1（，，〔3〕5

一一101lcの二つのコイル

は製品があったので少こ

し手を加えて拭っている

が，もしコイルを作られ

－260【

るなら3，5nrc　と　7Mcをバンドー

ばいに拡げた万が】門主である．

〔4〕10～20Meのコイルはコイ

ル・ケースを買って作った．コイル

のデークーは第2匠は見ていただき

たい．

〔㍍1表〕

－′ニ；井目皮増幅

川披数混′合

方．ト調　ダE　泥

中肌用法相帖

第二時批Al’U生紙

代周波増幅

代用抜け目J甘福

ByO（ビート発振）

6F7（ユこ頼昔締）

〝　　　　　　　ケ

〝　　　　　　　〝

′・l　　　〝

〝　（三抽昔邦）
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バンド・スプレッド方式とは，減速

比の椀めて高いダイヤル樺溝を恍用

するもので，本横の場合は比率1：

224のダイヤルを使っている．

飛Ⅰ号受信機の同調方式は少こし

物足りない感じがするへ′

それは，他の旧軍用受†言問には，

高周波補濫用バリコン，検波補整用

バリコンがパネル画についていて，

どのバンドでも最高感度で受信でき

るようになっているの忙反し，この

受信機や払　一度調整したら特定の

バンドの感度を上げるためには受信

機をひっくり返さないとできない点

である．

周波数混合回路

周波数混合に6F丁の五佐官部を，

局部発振に同じく，GF7の五極皆部

を使っている．

前に述べたように，この6F7の

代りに6WC5や6SA丁を依っても

よいが，配線を大分変える必要があ

る．また，局部発掛こは三極管を依

ってもよい．

中間周波翰幅回路

中間周波櫓幅は6F7の五極管部

2個によって2段檜幅している．前

に述べたように，外部から　－50V

を取入れているので，一段目の6F7

のカソ’－ドは接地している．二段日

中6汀の五陸管部は，三陸管部が

第二検波とAVC整流を行なってい

るので，一カソードはアースから浮い

ている．

高周波増幅一段目の6F丁のスク

リーン・グリッドと中間周波増幅二

段目の6F丁のスタブーン・ダリ，ド

とは，抵抗晦Rllを経て100krl

のポリ．－ムで音量調整を行なって

いる．

中間周波トランス（1．y．T）は455

kcに改造して使っているが，中の

コイルのQがあまり旺下していな

いようだったらそのまま放っても

良い．

夢二検波およびAVC回路

第二検波は6F7の三極管部によ

って行なっている．プレートから

R16を通ってAVO回路が形成され，

グッ，ドからカソードにいたるlt怜

Rl9，の二つの抵抗の中点からC30を

経て低周波回路にはいっている．こ

の6F7は6B7や6B8などを使っ

た方が良いと思う．また，6即，6B8

を使うときは，片方の二極管でノイ

ズ・リミ，クーを行なうとよい．

低周波増幅回路

低周波増幅は6F7の三極管郡3

個によって2段増幅している．緒段

は三陸管P．ガになっているが，損力

の点では6ZPl　と42の中間ぐらい

の出力しか出ない．この段に放って

いる6F7　の五極管郡は，高周波恰

幅・周波数混合に使っているので，

カソードは接地しているが，ダリ，j

ドから抵抗を通して－50Vを与え

ている．

B．F．0（ビート発振）回路

使用球は6F7の三極管部で，発

振周波数は約4551くCである．パネ

ル軌亡は普色調整用バリコンが出て

いる．

飛1号受信機の良い点の一つは．

このRF．0回路である．微弱な電

信，電誼を探すときに非常に便利で

あるから，電信に弼味がない人も

DXを稼ぐた捌こつけられたら良い

と思う．

〔第　2　凶〕

電　源　部

第3田を見ていただきたい．電源

は421－．P用トヲンスを使用してい

る．整流は5Z3で8Ⅰ上のチョーク

と8X8〃FのコンデンサーとでB十

を山してい、る．－50Vは，5kn（鋤

W）の抵抗と　20I丑1のコンデンサ

ーとで得ている．

飛Ⅰ号受信機は航空機川に作られ

たものなので少こし無理をしてまで

小型に作ってある．そのため－5UV

β外部から取ったものと思う・
この電源では必要がなかったので

電圧変動については考えなかったが，

電圧変動に対しても心を配られるこ

とが必要である．

回路の細かい点や調整方法は今ま

で多くの方々が述べておられるから

ここでは触れないことにし，款に機

械的構造についてふれてみよう．

通I言型受信機は比較的眞室管を皆

〔節　3　匪り

月r J㌢鰯r j折閻 做�璽U｣9l�ｩxｸ抱��-ﾘｷ"�
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班のバリコンで比率1：224の機械

的バンド・スプレ，ドを行なってい

る．

ダイヤルの横についている大形ツ

マミで廻すようにしてあり，回転は

ウォーム・ギヤーを址用しているの

してきわめて快抑こ釧乍する．

手先の器用な入札】汀0の隣り

に少こし矧間があるから，高周波補

整パリコンと検波補整バリコンをパ

ネル面で動作できるようにすれば，

VY・上tJiである．

中間周波部および

その他の構造

周波数浪合部から低周波部までは，

10．4clll（帽）X17．26111（奥行）xO・2

（悍さ）のシ，シーの上下に並んで

いる．

上面には，周波数混合わら低周波

増幅にいたる4個の6F7が．それ

ぞれ相互の結合をさけるため遭蔽さ

れている．

また，中間周波トランス（lyT）

3胤1FO回路および，抵抗とコ

ンデンサーがおのおの1個ずつ上面

にある．

下面は，ぎっと数えて抵抗24個，

コンデンサー20個といったぐあい

で，高周波部と同様，空間はほとん

どなく普通のノ、ンダごての先ははい

らないから故障のときは直しにくい．

パネル面を見ると，上方に吾色調整

用バリコン，下方に受話器用ジ，，

クが2個しかないというさびしさで

ぁる．塩山．k〟月ス・上〃・・‥一

〔シ　ャ　シ　ー裏面〕

ィ，チとわずか4個のノ，ブしかつ

いていない．

近くに地Ⅰ1号受信機があるから

パネル面を見ることにしよう．飛Ⅰ

号受信機についているものほか，入

力調整用バリオーム，高周波補整用

バリコンおよび超波補整用ノヾリコン

がついていて，ノ，ブは合計7個あ

る．別に電源切換スィ，チが2個つ

いている．

これは飛Ⅰ号芦倍機が航空機のよ

うな特殊な方面に供用されたので，

調整個所を少くしたのガと思う．

クが2個しかないというさびしさで

あ誌鵠聖祭莞由恥

部分でシャ．シーに固定されている・

コンデンサーはlJ▲耳のものをのぞ

いて，すべてマイカのものを†姐1jし

ている．

パネル面全体をもう一度見てみよ

う．アンテナ・ターミナルと受話器

用ジ，，クは受信中班用しないから

除外するとして，上から普競調整用

バリオーム，古色調整用パリコン，

主同朋ダイヤルおよびByO切換ス

以上でアマチュア局用通信型受信

横の説明を経るが，説明不十分なノ．■ぇ

は写民を見ていただきたい．

最後に，この受信機で昨年7ノ1の

ある夕方約1時間で14］＼lcl’ll。Jle

li．A．Cができたので次にその局ほ

を記して終りとする．

∬7Alr，hE41デⅤ，V1－6fJ，‘VS7

－RA，｝ZAlGAA，ZSl心比．

73日eS88deJAlliA．

【コ　イ　ル】
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〔第・1閻〕

クリックも全く感じられなかった．

電源回路

電源は野外で使用する場合と，A（〕

100Vが使用できる屋内で使用する

場合の二通りのものを用意する．野

外で使用する場合は19号塑手廻発

電機で】50V，80lltA　と　6V，lAを

得る．この手廻発電機は一人ではせ

いぜい30分ほどしか廻すことがで

きないから，GV．5A　以上のバ，テ

リーを使って，6V側に接続し，150

V，80IllAとIiV，1Aを得るように

するのが】甥である．

1n号型手廻発電機の接続図は第

2団を見ていただきたい．定植表に

よると　ピークでは　250V，8011lA，

10V，lA取り出せるそうであるが，

回転の維持が困難になる．屋内で使

用する場合はAClOOVが使えるか

ら，第3凪のように5Y3GTを使っ

て刀十　から150Vを取り出し6．3V

木梢の外糾

－266－
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〔第2匡l〕

を整流して約6Ⅴを得るようにする．

AC6．3V　をそのまま入れても，Al

の場合は大差ないが，A3の場合は，

マイク・トランスにHAC6．3Vがは

いるため，交流ノ、ムで購読がほとん

ど不可離礁なる．

．送受の切換は4回糀2接点（引lrB）

のスイッチで行い，コネクターを通

して受信機に支える．ついでにこの

送信機と組になっている的式5号受

信機について少し述べる．5号受信機

の陳用周波数は，400kCから5（氾UkQ

まで4段別換のものと　800kcから

5600kcまでニi段切換の二通りある

．ようで，1－Ⅴ－2のオートダイン・ス

ーパトである．盲離寅は1．5Vとい0V

の乾電池をケースの底に入れて使用

するrβな受信機であり，また近

距離との交信に適している．

部品の配置

パネルの寸法は，19．Oclll（裾）×

11．8clll（高さ）で厚さ　0，15clllの7

ルミニウム板を位用してレ、る．これ

に幅0．蝿cH㌧　高さ　0．95C叫　奥行

12cIllのアルミニウムの枠をつけ，

幅20．2C叫　高さ12．15cll】，奨ff

15C】11のアノしミニウム製キャビネ，

トに入れて使っている．内部のシャ

シーは，8．7clrl（幅）×12cHl（奥行）

×0．はcILl（厚さ）で高さ　5・65C川の

ものと，‖・lcIIl（帰）×12C－11（奥行）

XO．15Clll（厚さ）で高さ613C111の二

醐
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…
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ここに牒

のためにフ

で製作さか

Freql－eHeコ

ように攻ぷ

受信だけて

放送　受信

航空植鮎

との二つに

てある無精

目をしてい

際のいろい

非常呼山な

また大洋ば

ら遠く離れ

れている．

りである．

航空機か

よぴlt）0へ

地上局か

および10〔

ラジオ・

〔第　3　図〕

互の交渉がないよう注意して配線を

しなければならない．

調　　整

調整にはワンターン・ランプ，吸

収型波長計およびダミー・アンテナ

を使う・手廻発電掛こよる調整は園

鞘であるから，電源は第3図のもの

を使用する・まずコネクターをつな

いでからAC　コードを入れ，Sll74

を閉じる・Sll72　を送信側に倒し，

Sl173をAl側に倒す．水晶ホルダ

一に：1．6Mcの水晶

を入れ，SlVlをコイ

ル1にする．電鍵用

ジャ．，クに電鮎を挿

入し，これを短絡し

てから最後に　S11㌔

を入れる．ソンター

ン・ランプを見なが

らプレート同調バリ

コンを手中くまわす

と，同調したl点で

リンクトン・ランフ

の椰きが最高になるから，ここに′ド

固定する．3・5Mcかどうか念のた

め吸収型波長計で確かめる．粥足な

結果が得られたらAlの調整を一応

やめてA3の調整に取りかかる．

Sllr岳　を切ってから，マイク用ジ

ャックに低圧カーボン・マイクを入

れ　ダミー・アンテナに6E5を使

づた変調度計の税をかるく2，3回

堰きつけた後，Sll’3をA3側に倒

し，Sl1㌔を入れる．マイクに声を入

れるとアンテナ電流計の針がピクビ

クと　＋桐にプレ，6E5のアイが閉

じる・このようにして測った結果，

変調度は大体60タ定から7町Jであ

った・水晶を7Atc，14斗Icに変え，

コイルも1T，lH　に切換えて，：し5

ntc，7ユtcおよび141lcまですべ

ての場合について上記の方法で訳蛤

する・試験の結果12Cはかなり入れ

ても十分旭川できることがわかった．

Alでは的川lV　入れたが，この辺

が最大人力のようであった．」13の場

合は入力を増すにしたがって変調が

浅くなるし，また発振は1′′′212Cな

ので最大入力は指．51Vであった．ロ

ー・ノ㍗7－の送信機ではハイシソグ

変調が一一番閻軍なようである．マイ

クは電話冒芹を使用したれ　変調押こ

すぐ入れているので大きな声をとlほ

ないと変調がよくかからなかった．

矧乍後とくに感じたことを述べて

終りとする．

現在のような7Mcの状態で仇

A3で3km　との通信がやっとでは

ないかと思う．

－268－
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〔第2図〕ピー＝rこ／受信機を改造した追抜受信機の配線図

高周波増幅回路

高周波増幅は6K7によって1段

咽晰している．カソードは500mと

占OknのⅤ】もで7－スに落し，li十

から　22km　の紅抗を通してカソー

ドにかなり　いノバイアス電圧を与え

ている．この50kmのVliによっ

てバイアス電圧を加減し，同時に普

虫の増減を行なっている．第1ダリ

1サドはアンテナ銅で同調を取ってい

るので，二次側コイルから2nlnを

通って　AYU　回路へとはいってい

る．プレートから周波数混合管に到

本題の外観

る回路もプレー1・側で同調を行なっ

ていて，高周波コイルの中点より

201㌦を通して混合管の第3ダリ，

ド忙入れている．

同調方式

ビーコン受信機は前に述べたよう

に20（トー400kcという非常に低い周

波数を使っているため　バリコンは

一般こ使用されているものより大き

い容品のものを使わなければならな

い．しかしバンドの幅が狭いので，

修理や保守の点から一般に使用され

ているバリコy（350Ⅰげ）を仕って

〔節1衣〕

甜冊川瞞
用被故混合光びH発
111剛．胴囲腑l

耶二検札AVCを菩拭
t唱．胴川抽扁

航跡封l用脚婿

l；1こ7

1ミ23人7Gll

12S（17

6SQ7GlJr克二時作肘

：　に柏哲郎）
7C5

これをコイルの中点に入れるバンド

・スプレッド方式を使用してバリコ

ンr現題を解決している．バリコンは

350Ⅰ）F　の三速を使用している．こ

の受信機の同調回路の減速比は，バ

ンドが狭いため，あまり高くなく，

比率1：8のダイアルを仕っている．

周波数が20日～210kcの問では比

率1：】，360～400kcの問では比率

シ　ャ　シ　ー外観
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6SO7GTのプレートには　7C5　のプ

レト・ト電圧をさらに600knの抵抗

で落して与えているので，電圧は非

常に低い．L

砧源の変動については1）JM送信

機の㍍源部の方で十分注意を払って

いるので，別段心を配らなかったが

電源変動は人力側で土10Vに食止

めている．7C5をのぞく他の加のプ

レート電圧は40V　から1α）Vま

での間では，ほとんど受信感度に影

響しないので，低電圧にした方が

FJうである．電掠部の回路は第3凪

を見ていただきたい．

受信機の性能は，部品の選択，配

置によっても左右されるが，機械的

構造による方が性能を決定するによ

り重要な要素である．

パネルの構造

パネルの寸法は10．80m（幅）x

lO．7clll（高さ）で厚さ0．1cInの鉄

板を使用している．これに幅1．5clll

高さ　0．7cIll，奥行1．3clllのネジ止

めをノてネルの上部の左右に一つずつ

附け，幅11e－1】，高さlq・9C】－1，奥

行13．8clllの鉄製キャビネットに入

れて使っている．

高周波部シャシー

高周波部は，10．8cm（幅）X13．3cm

（奥行）×0．1cl工l（厚さ）の鉄製シャシ

ーの左側前方，7clll（幅）×7cln（奥

行）に約められていて，この」二両に

高周波増幅管6K7，アンテナ・コイ

ルなどが配置されている．アンテナ

・コイルは，コイル相互の結合をさ

けるためシールド管の中に入れてあ

る．シャシーの下面には，抵抗短の

性か高周波コイルがアンテナ・コイ

ルと同様シールド管の中にはいって

いて，シャシーの下面から」二面に少

しつき出ている．

この側面には以前アンテナ・ホル

ダーが附いていたが，使いにくいの

でアンテナ・ターミナルをパネル画

〔第　3　凶〕

に取り附けた．高周波部シ，シーの

右帥こは，⊥二面に同調用コンデrサ

ーが配置されている．

また，シャシーの後方にはブロッ

ク・コンデンサーがあって，高周波

管と周波数浪合管以下の球とは完全

に遮蔽されている，

同調ダイルおよびパネル面

同調ダイアルはパネルの中心，高

さ　6．5ctll　のところにあり，直径

1．9clllのツマミで廻すようになっ

ている．回転はダブル・トラック・

ギヤーを使用しているのできわめて

快調に動作する．

パネル面を右から左に見ていこう．

右側から1、8cl叫　高さ　6．5clll　と

7．8clll　にアース・ター　ミナルとア

ンテナ・ターミナルが，右側から

2・fhll一，高さ　4・2clll　に　Vlt　のツ

マミが，それと対象に左側から

2．Gc】n，高さ　4．2clll　に受話旨旨用ホ

ルダーが附いている．航空機に梢み

込んで蚊用していたので，調整個所

が少なく，文字通り誰九でも簡単尤

操作することができる．

中間周波部およびその他の構造

周波数混合部から低周波部は1

10，鮎川（幅）xl3・3cm（奥行）X．加111

（高さ）XP．】亡111（厚さ）の鉄製シャシ

ーから高周波部をのぞいた部分の上

下に並んでいる．

－272－

上面には，同調ノマリコンをへだて

て周波数混合管12SA7GTが，同調

バリコンの後方に中間周波増幅管

12SG7が，12SA7GTからⅠ，F．T2

個をへだてで第二検波および低周波

増幅管6SO7GTが，さらに出力ト

ランスをはさんで対象に山力管7Cj

が配置されている．

下面には，12SA7GT　のソケ，ト

の横に発振コイルが，その他に高周

波雅もふくめて，抵抗が16個，コ

ンデンサーが8個あって，これ以上

部晶を入れる余地はない．

電圧低下装置は受信機の中に租込

めなかったので，10．10111（幅）×13．】

0111（奥行）×5．1elll（高さ）×0・9cH－

（厚さ）のアルミニウム製シ，シ　の

内部に組込んで使っている・この抜

続は第3図を見ていただきたい．

全体から見て感心させられたのは

非常に小型に組んでい．る．・∴しである・

メタルまたは（iT　管を使ってこれ

以上の小型化は発熱その他の点でほ

とんど不可能にちかく，部品の選択

および配置にこれだけ心を配ってい

るのはさすがラジオの国である．

以上でLlデJJ用ビーコン受信機の

説明を終るが，説明不十分な点は写

真を見ていただきたい㍉

最後に，20－）～400kC　長波には現

在3（）新局が電波を山していること

をおり、1滝せして絡りとする．

73B eSll上主U且



声，CLに手ごろを，旧軍用機改造の

RFl一打1－AF2受信機

JAIBA／JAIUA

BC工J川受信機のフロント・パネル

」二：1三UIJ川受信機の斜Ii踊i

下∴li（HJ川受信機の骨面

ここに紹介する受信機は，旧軍用の94式：；号両受

信機（揖池式）を交流式に変え，月UL川受†．i機とし

て址いよいようにしたものである．

この受l言機の馴回路では，134（1i上1ト135祀LI＼’ト134

（1Fト111A（Detト109A（Jl上11）「133A（All13）のフィン・

アップになっているが，球の寿命，電池代などの点か

ら手持ちの121r管を使うことにした．

また，旧軍用電池式受信機の大部分のものと‖陳に，

この受信機にも　－3Vと　－4・5V　を掛けるようにな

っていて非常に使いにくいれ　抵抗，コンデンサーな

どを余分に組込むスぺけスがないので，低周波Iu】路以

外のバイアス川に　一方＼’だけ掛けることにした．球

は全部U管を使うだけの広さがあるが，手持ちの削除

と，12Vに統一するため，混合管と山力管をのぞいて

他はUT管を使用した．況合管12WC5は高い周抜放

では十分にその機能を発揮しないといわれているれ

「節1回〕94式3甘軒叫受1．i機を

12腫5　　　　ノ11祁7
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IL

それと比べて決

しておとるもの

ではなく，また

努力家であるこ

とは日本人の国

民性であるが，

ただアンテナに

関してあまり注

意をはらわない

という一事のためにアジアのDXer

王国を誇る日本のDXersも綜合成

紙ではいつも北欧や大洋州のウルト

ラDXer弓の足下にもおよばないと

いう結果が出ている・

高周波増幅回路

高周波増幅は12SG7によって1

段増幅している．カソードはアース

にそのまま落し，第1ダリ，ドから

アンテナ・コイルと高周波チョーク

を過して固定バイアス　ー5V　を与

えている．

窮2グリッドは100linのⅤ北を

適してアースに落し，その1’1乙　の

中間タップから5knを経て検波管

の第2ダリ，ドに達している・また

他の100knのVRと　5knの抵

抗を適して中間周波増幅管の第2グ

リッドに逮している，プレートから

周波数混合管へ至る回路はプレート

側で同調を取っていて，紺周波コイ

ルのプレー目測より　250pl√を通し

て混合管の第3グリッドへと入れて

いる．

同　調　方　式

94式3号丙受信機は帥1～8000

－276－

コ　イ・ル・バ　ァ　タ

コイル〔2〕とコイル〔3〕に含まれ

ているトロピカル・バンドは，特に

このバンドに弼味を持っているか，

または他のバンドを受信しつくし

たP T）Xe用以外にはあまり興味あ

るバンドではないから，コイル〔3〕

の代りにコイル〔5〕8～16Moを新

たに作る方が局数や番組の点からは

良いようである■

入力結合回路

入力結合回路ほどく一般的な回路

である．アンテナは，逆も，T型お

よびダプレ，トいずれも位用できる

が，4～6Mcで011tl－eairしてい

る中南米やアフリカのロー・パワー

局をハンティングしてみて，同調ア

ンテナを使用した場合と，使用しな

い場合の相違が実にはっきりと受信

成績に表われた点などから考えて，

班長が長すぎて同嗣アンテナの張り

にくい放送波帯をのぞいて，3・5nle

以上はぜひ同調アンテナを位用され

ることをお奨めする．

余談になるが，lX即帽のノ、ンテ

r一ング成績は．（努力）l十（受信機）＋

（アンテナ）だと私は思っている．

日本のDX即日の受信機は供米の

〔第　3　回〕

kc　用に作ってあるのでi　バリコン

は：；洲py　の3適を使用している・

BUL用受信機としては，電気的バ

ンド・スプレッド方式を使っておの

おのの放送波荷を1800拡げる方が

同調を取るのに便利であるが，この

受信機では機械的バントえプレ，

ド方式を使っている．同調回路の減

速比は，比率1：8のダイヤルをは

っていて，周波数が600～7001くCの

間では1：1．5なので同調が完全に

取れ，放送を開くの忙便利である・

しかし3甜0～4000kGの間では比率

1：1．8なので，少々減速比がたりな

いような気がする．

周波数混合回路

周波数混合および局部発振には

12WC5　を仕っている．高周波回路

からの人力は250Ⅰげを適して与え

られ，第3グリッドから1ユInを

経て　－5Vのバイアス回路にはい

っている．局発コイルはお十が掛

っていて，そのため第2および第4

ダリ，ドは高周波チ．－クと局発コ

イルを経てプレートと同電圧を与え

られている．これはノーマルな使用

法ではないが，もと　柑5（6A7件に■1）

を使っていたので，そのままこの回

路をはっている・

中間周波増幅回路

中間周波増幅は12K7によってl

段増幅している・カソードは高槻捉

増幅回路と同じくそのままアースに

落し，第1グリッドにlrllを通し

てバイアスを与えている・第2グ少

に
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プ　ロ　ロ　ー・ゲ

本誌2月号の外誌拝見でARC－5

について紹介したところ，その詳細

についての質問をOn the airなど

で多くのかたから受けたので，「A

RC－5の世界」と指して，ARC－5

の生赦された時代の背景．名称とフ

ァミリー．送・受信機本体とアクセ

サリーなどについて考察したい．

私がARC－5に興味をもったきっ

かけから話しを始めよう．

今から30年前の1950年に，ベルギ

ー領コンゴの短波放送局OTCの実

施した受信コンテストに参加し，入

質したことは以前にも話したことが

あったが，それが呼び水となってO

TC局の親睦団体であるOTCAmo－

ngst Friend CIubに1951年に入会

した．

No．1706の会員番号の入った会員

証と．新入会員の紹介などの載った

クラブ報が船便で私の手元に着く前

に，JAの会員が非常に少なかった

ので北欧や米国の会見からベン′・′モ

ルになってはしいとの手紙が10数通

舞いこんできた．そのペソ・′りレの

中に米国オハイオ州コPソバス市の

写真l McBeth君のシャツク

ー278一

McBeth君がいて，彼とはそれ以来

10年く一らい手続のやりとり卑したも

のである．

1951年に彼から送られてきたシャ

ックの写真（写真日の右端にコン

パクトな2台の受信機を兄い＝した

のが．私とARC【5ファミリーとの

出会いであった．

当時私のシャックは，1945年から

1948年にかけての自作時代を終え，

周波数安定度の佼れた旧日本軍の受

信機を東京神田の小川町から須田町

にかけて点在したジャソク崖から，

中退をはたいて買い求めた東1号受

信機，地2号受信機，94式3号甲，

乙．丙，丁の各受信機．それに5号

受信機などの受信機群で，勉範机の

上は占鎖されていた．

それらの受信樅群をSWLやハム

用に改造した記事は．1952年から

1954年にかけて「無線と実験」誌上

に発表している．

SWLとしての装備そのものは

McBeth君のものよりはるかに優秀

であったが．メタル・チューブを使

用したARC－5ファミリーの印象は

強烈であったことを想い出す．

ここでARC－57ァミリ什といっ

ているのほ　写賞の受信機は後で述

べるがSCRシリーズで，ARCシ

リーズそのものではなかったからで

あうた．
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写真，
MT－71ラック　　■

写真ll

MT－65ラック

写真10

MT－71ラックの

コネクター部

（2）ラック

写真9，写真10はMT－71／ARC

－5の2台用送信機ラックを正面から

見たものと，そのコネクターの内部

である．また写真11，写真12はMT

－65／ARC－5の正面から見た3台用

受信機ラックと．そのコネクターの

内部結線である・各受信機に28Vや

供給するのもリレーで切り替えられ

ている様子がわかる．ラックは．送

信枚も受信塊も1台用から4台用ま

で用意されているが．一般に2台用

と3台用とが多く使われている・

（3）アンテナ・リレー・ユニット

写真13はRE－2／ARC－57ソテ

第8図　CoTttrOltJnit C－26，

0pemtiIlgContr018

写真12】MT－65ラ，タのコネクタ一部リレー

ナ．リレー・ユニットの正面，裏面

およびコソデソサー部である・ノー

ターには最近あまり見かけなくなっ

たアンテナ電流計が使用されている・

（4）コントロール・ユニット

第8回はC－26／ARC－5受信用リ

モート・コントロール・ユニットで，

R－27／ARC－5用である．Tuning

Crankの下部のネジ込みに差し込ん

だフレキシブル・ワイヤーをR－27

本体の右中ほどにあるワイヤー受け

に差し込んで，同調用クランクを回

八一70

写真13甘
Antenna Relay

Unit RE－2．Front

and Bottom

Interior Vievs

第9回⇒
mdio Set CoIltrOI
C－744，Opモrating

ContT018

すと，C－26の周波数すイヤルと本

体のダイヤルが連動して．バイロケ

＝席などで周波数の同調が可能とな

る．CW／Voiceの切り替えとゲイ

ソ・コントロールもこのユニットで

できるが，電源のOn／offはできな

い．SCRシリーズでは，＝＝／トロ

ール・ユニ，トで電源のOn／Offので

きるものが多い．第9図はラジオ●

七，ト・コソトロール・ユニットC

イ44／ARC－5で．これも受信用で

あるが．ノミイロット席などのパネル

E・67【・66　　　E－70　E・68　　　　5－54　IしっU　L⊥川l■ココ 

叩L　　　　　　mtWl托▼　　　三℃票 
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ス＿′ミ一・．ヘテロダイソである．

送信機とは各ノミソドごとの相関関

孫はないが，送信局較数はすべて受

信できるので，組み合わせて使用す

ることができるわけである・

．ミソド幅は，R－23のLF帯が

2．89倍，R－24のMF苗が2・88倍，

R－25とR－26が2倍，R－27が1・5倍

となっている．ノ：ソド幅の範囲は一

般にLF，MF帯は約3倍に．HF

鞘は約2倍にとろのが普通なので－

このシリーズの′；ソド幅もそれに拠

ったものといえる・

中間周波数が各バンドごとに異な

っているが，まだ455kIizが一般的

に使われなかったことと，シソれレ

・スーパーで感度を上げるためにこ

のように高めの周波数を選んでいる・

このシリーズの受信機がシンプルな

耶成にもかかわらず．SWLや′ビ

ス用として戦後普及した原田は，こ

の感度が高かったことも，その一つ

に数えられている・

R－28／ARC－5はT－23と対にな

る受信機で，周波数関係も，チャネ

ル数も．切り替え較粥をオートチ

ューンにしているところも送信機と

ほぼ同じである．RF－1，IF－2と

HF鞘と同様なライソ・アップであ

るが，まだミニチュア管が製造さ

れる以前に開発されたので．RF．

Mix．M山Itiに4本の717Aという

GT管ベースにセットした最大使用

間故数20仙1Hzのべシャソコな五桂

管が使用されている・このRF回路

に使用されている部品のうち，霞要

な個所は銀メッキを施すなど．当時

の100－156htHz帯の周波数に対す

る苦労のあとがしのばれるもので，

現在でも受信機としてはもちろんの

こと，部品としても十分実用に供さ

れるものが使用されている・

これら6ノミソトで7タイプの受信機

は，R－148を除いてすべて28VDC

をラックを通して供給すると，後部

にプラグイソ方式でセットされてい

るダイナモーター（発電動粍…2BV

DCから250VDCを作り出す）が回

写真3　R－28とR－25

転して．真空管に必要な高電圧が供

給されて，そのまま各パソドのAl・

A2，A3をコソトロール・ボック

スで切り替えて受信することができ

る．R－148は入力14VDCで作動さ

せる点が変わっているだけである・

今までに登場した真空管とSCR
－247Nに使われているものを含めて，

第2表の使用真空管規格髭を作成し

たので，球の性能などはこの表を見

ていただきたい．

（3）アクセサリー

アクセサリーの種御上数多いので．

主なものについて述べよう・

段ラックとてウソティソグ・ベース

MTJ7A／ARR－2ラックとMT

－5／ARR－2マウンティング・べ山

スの組み合わせが受信機1台用，M

T－63／ARC－5ラックとMT－62／

ARC－5マウントの組み合わせが受

信機2台用，MT－65ラックとMT－

64ペースが受信機3台用で，MT－

67ラックとMT－66ペースが受信機

を4台セットできるラックである・

MT－69ラックとMT－68ペースが

送信機1台用．MT－71ラックとM

T－70ベースが■送信概2台用，M

T－73ラックとMT－72ベースが送信

粍3台用で，MT－75ラックとMT‾

74ペースの組み合わせが送信機を4

－282－

台セットできるラックである■

監…モジュレーター

A2およびA3電波を送信するた

めの変訂耶芹で．MD－7／ARC－5と

いい，DY－8／ARC－5のダイナモ

ーターで昇圧をして，内蔵されてい

る12J5GT，1625XZおよびVR

－150／30を働かせるだけでなく，T

－15〃23の送信部にも高電圧を供給

している．MT－76／ARC－5マウ

ンティング・ベースにより枚休に取

り付けられる．

障7ソテナ・リレー・ユニット

RE－2／ARC－5アンテナ・リレ

ー．ユニットは：アンテナ電流計，

切り替えリレー，コソデソサーから

成っている．MT－77／ARC－5ペ

ースにより槻休に取り付けられる・

院コソ1トロール・ユニット

コソトロール・ユニットには，C

－24／ARC－5のローカル・コソト

ロール・ユニット，C－25のリモー

トANT－LOOPスイッチ・コソ

トロール，C－26の周泣数コソ‘トロ

ール・ユニット．C－27のLock－T－

unedコソトロールtユニット，C【

29の送信機コソトロール・ユニット・

C－30AのVHF送信枚コソトロ「－′

ル・＝1・ニット，C－38のメ　イ　ン・コ

ントロール・ユニット．C－39とC－
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第3表

主コンポーネンIの対応表
ARC－5 �45(�ﾃ#sD��FTequenCyBand 波V�7F柳��ReCeiverLF． 

Nomenc】ature 疲�V�6ﾆ�GW&R�Megacycles 僵i10CyCIes 

R－23／ARC－5 �$8�ﾃCS2�0．190・0．550 �&V6V庸W"�85 

R－148／ARC・5 �0．190－0，550 �&V6V庸W"�85 

R．24／ARCr5 �$8�S鼎b�0．5201－1．500 �&V6V庸W"�239 

R－25／ARC5 �1．500・3．000 �&T6v庸W"�705 

R＿26／ARC・5 �$8�ﾃCSB�3．0（10－6．000 �&V6V庸W"�1415 

R－27／ARC－5 �$8�SCSR�6▼0（10－9．100 �&V6V庸W"�2830 

R＿28／ARC・5 �100．0－156．0 �&V6V庸W"�15000 

T－15／ARC・5 �$8�Sc澱�0．500－0．800 膝&��6ﾖ宥FW"� 

T．16／ARC－5 �0．800－1．300 彦�7&譌GFW"�

T－17／ARC－5 �1．300t2．100 菱�ﾆ��6ﾖ宥FW"�

T・18／ARC・5 �2．100－3，000 膝&��6ﾖ宥FW"�

T，19／ARC－5 �3．000・4．000 菱,ｶ�6ﾖ宥FW"�

T．20／ARC－5 �$8�ﾃCSr�4．000－5．300 膝&��6ﾖ宥FW"�

T＿21／ARC－5 �$8�SCS��5．300－7．000 膝&��6ﾖ宥FW"�

T▲22／ARC・5 �$8�ﾃCS��7．000－9．100 膝&��6ﾖｧGFW"�

T・23／ARC－5 �100，0－156．0 膝&��6ﾖ宥FW"�

トしてもこわすことはない．放器の

大きさなどは同じであるが，外税は

詳細に観察すると違っている．AR

C－5はARC杜1社で製造されてい

るが，BCシリーズはGD，GE．

WE杜など数10杜で生産されたので．

会社名と銘板を見れば，ARCとS

CRは識別することができる．なれ

このシリーズの送信概の台数のほう

が，ARC－5シリーズよりもはるか

に多い．

（2）受信部

受信機もARC－5シリーズのよう

に頭の文字を見れば．受信機である

というわけにはいかない．

送信機と同様l・5－3MHzとVH

F用はないが．ビーコン受信のため

のLF帯と3－9・lMH王はカバーし

ている．

BC－453が190・－550kH王でI F

は85kHz，　BC－946は520－1500

kHzでI Fは239kHz，．BC－454

は3000′－6000kHzでI Fは1415

kHz，BC155は6000”9100kHz

でI Fは2830kHzと．ARC－5シ

リーズと同じであるが，使用球とコ

ントロール・ユニットは少し異なっ

ている．詳細は次項を参照されたい・

当時ヘッド・フォーソにはマグネ

チック・タイプが主用されていたの

で，オーディ十の出力イソピーダソ

スは8000mであった．このBC－453

－455シリーズで後尾に何も付いて

いない型と－Aの付いたものは．こ

の8000mタイプである．後尾に－B

の付いているものは600g日にインピ

ーダンスが変更されている．これは

ダイナミック・タイプのヘッド・フ

ォーソが導入されたためである・

BC－453はほとんどの航空機に搭

載されたので数が多く．IFTに85

kHzが使われ．バンドが190－550

一284－

kHzと戦後のIF455kHzがその

中に含まれているので，アマチュア

用受信枚のダブル・スーノミ－化の担

い手として，1950年代には一世を牌

靡したものであった・

（3）アクセサリー

外形はよく似ているが，ARC－5

シリーズとは異なったラック，コン

トロール・ニ1ニットなどが使用され

ている．純正部品を使用しないとオ

リジナリティは保てないが，資料な

どが手元にないので．アクセサリー

そのものにも頭にBCのついたシリ

ーズがあるということだけで止めて

おこう．

なお，AN／ARC－5とSCR－

274Nの主コソボーネソトの対応表

を第3表としてかかげる．

以下．次号に続く．

前
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部

い
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路
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写真l
T－19の外形

写真2
T－19の内部

あるが，SCRシリーズのピソ1ほ

アースなので，そのまま接続すれば

高圧がショートして機器をこわす恐

れがある．しかし，前述したように

ピソの間隔が異なっていて，ラブタ

に装着できないようになっているの

で，オリジナルで使う場合には間違

いを起すことはさけられる．

（3）ARC－5のYEF送信棟

第3回がVHF送信機の回路図で

ある．

リモート・コソトロール・ユニナ

で可変できる．

（2）scR－274NのEF送信機

SCR－274Nは3～9．1MHzのH

F符のみである．

BC－696，BC－457′・′9までの4

種煩で．第2図のような回路構成に

なっている．ARC－5シリーズとは

多少回路が異なっているが，球の使

用法などは同じであり，性能的には

同等である．

いちばん違っている点は外部から

のコネクターの接続で，ARCシリ

ーズのピソ1は高電圧（550V）で

第3回　AIIC－5　VIIF TTanSmitter

第2回　SCR－274N送信機
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第5回　通信用受信機
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改増幅回路を経てヘッド・フォーソ

で信号を聞くことができる．12SR

7の三極管部はCW用発振すなわち

BFOなので，リモートコン′トロー

ルのMCW－Off－CWのスイッチを

CWにすれば．CW信号を聞くこと

ができる．ラックにセットして28V

DC（実際は24－30V）を供給しても，

リモート・コソ1トロール・きニット

に接続するAdapterJlのピソ1

（Sensitivity control）とピソ2

（Ground・・・7－スのこと）の問に

500km程度のボリュームをつなが

ないと音量調節はできないし．CW

とMCW（Modulated Continuous

WaYe…A3電話のこと）の切り替

えもピソの結線をしないとできない．

ここにC－26を接続すればJlの回

路が構成され完全な受信機として

第6回　RadioSet

「－‾■－‾■■＝‾こ‾‾
■仙l

働くことになる．航法受信機のケー

スを外した上部からのものと外形は

写真4と写真5のようになっている・

R－25．R－26，R－27の各HF帯

受信機は　Commtlnication Recei・

versと呼ばれ．方位を検出するた

めのLoop端子が付いていないだけ

で，回路構成はR－23，R－24とほぼ

同じである．

回路は第5回のとおりで，ラグク

にセットし電源をつないで，アダプ

ターとしてC－26（文字板は各′ミソド

ごとに変えられる）をバンドに合っ

たものと組み合わせると，本体はい

くら遠くに置いても（周波数同調用

フレキシブル・ケーブルの長さによ

って制限はされるが），リモートコ

ン1トロールできるのが，旧式の航空

機搭載用受信機の特徴である・

（2）SCR一打4打の受信機群

SCRシリーズにもBC－453とい

う190－550kIi王と．BC－946　520

＿1500kHzの航法ノミソド用受信機

があるが，これにはルーブ回路が付

いていないので．方位を調べること

はできない．

回路構成は第6回のようになって

いて，BC－454とBC－455も同じで

ある．真空管の用法もARC－5とほ

とんど同じであるが，ARCでは中

間周波増幅の2段目に12SF7を使

っているのに対して．BCタイプは

ここにも1段目と同じ12SK7が使

用されている．真空管規格表を見て

もわかるように，性能的には差がな

いので，整備や補給をしやすくする

ための処置といえよう．

受信枚用のラックはARCとSC
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写真9
MT－71ラック　　■

写真ll

MT－65ラック

写真10

MT－71ラブクの

コネクター部

（2）ラック

写真9，写真10はMT－71／ARC

－5の2台用送信鞄ラックを正面から

見たものと，そのコネクターの内部

である．また写真11，写真12はMT

－65／ARC－5の正面から見た3台用

受信機ラックと，そのコネクターの

内部結線である・各受信機に28V．を

供給するのもリレーで切り替えられ

ている様子がわかる．ラックは，送

信機も受信機も1台用から4台用ま

で用意されているが．一般に2台用

と3台用とが多く使われている・

（3）アンテナ・リレー・ユニット

写真13はRE－2／ARC－5アンチ

第8図　Contr01tJnit C－26，

0peratingColttrOlS

写真12　MT一石5ラックのコネクタ一部リレー

ナ・リレー・ユニットの正面，素面

およびコソデソサー部である．ノー

ターには最近あまり見かけなくなっ

たアンテナ電流計が使用されている・

（4）コントロール・ユニット

節8回はC－26／ARC－5受信用リ

モート・コソトロール・ユニットで，

R－27／ARC－5用である．Tuning

Crankの下部のネジ込みに差し込ん

だフレキシブル・ワイヤーをR－27

本体の右中ほどにあるワイヤー受け

に差し込んで．同調用クランクを回

C－69

仁一67　ト66∧－70

写真13廿
Antenna Relay

Unit RE－2，Front

and Bottom

Interior Vievs

第9回⇒
Radio Set ControI

C－744，Op七mting

Controld

すと，C－26の周波数すイヤルと本

体のダイヤルが連動して，バイPッ

＝席などで周波数の同調が可能とな

る．CW／Voiceの切り替えとゲイ

ソ・コソトロールもこのユニットで

できるが．電源のOn／Offはできな

い．SCRシリーズでは，コソトロ

ール・ユニ，トで電源のOn／Offので

きるものが多い．弟9国はラジオ・

七，ト・コソトロール・ユニットC

イ44／ARC－5で．これも受信用で

あろが．パイロット席などのパネル
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